
 

 

○津山圏域資源循環施設組合規約 

 

平成２１年３月９日  

平成２１年岡山県指令市第１号  

 

第１章 総則 

 （組合の名称） 

第１条 この組合は、津山圏域資源循環施設組合（以下「組合」という。）と

いう。 

 （組合を組織する地方公共団体） 

第２条 組合は、津山市、苫田郡鏡野町、勝田郡勝央町、勝田郡奈義町及び久

米郡美咲町（以下「関係市町」という。）をもって組織する。 

 （組合の共同処理する事務） 

第３条 組合は、組合立廃棄物処理施設の設置及び管理運営並びにこれに附帯

する事務を共同処理する。 

 （組合事務所の位置） 

第４条 組合の事務所は、津山市領家１４４６番地に置く。 

第２章 組合の議会 

 （組合議会の組織） 

第５条 組合の議会の議員（以下「組合議員」という。）の定数は８人とし、

関係市町の定数は次のとおりとする。 

津山市 ４人 苫田郡鏡野町 １人 勝田郡勝央町 １人 勝田郡奈義町 

１人 久米郡美咲町 １人  

（組合議員の選挙） 

第６条 組合議員は、関係市町の議会において互選とする。 

２ 組合議員に欠員を生じたときは、その組合議員の属していた関係市町の議

会において、速やかにこれを補充しなければならない。 

 （組合議員の任期） 

第７条 組合議員の任期は、それぞれの者の属する関係市町の議会の議員の任

期による。 

２ 組合議員は、その者の属する関係市町の議会の議員の職を失ったときは、

組合議員の職を失う。 

（議長及び副議長） 

第８条 組合の議会に、議長及び副議長を置く。 

２ 議長及び副議長は、組合の議会において組合議員のうちから選挙する。 

３ 議長及び副議長の任期は、組合議員として在任する期間とする。 



 

第３章 組合の執行機関 

 （執行機関の組織） 

第９条 組合に管理者１人、副管理者５人を置く。 

２ 前項に定めるもののほか、組合に会計管理者１人及び必要な職員を置く。 

（管理者の職務） 

第１０条 管理者は、組合を統括し、組合を代表する。 

２ 副管理者は、管理者を補佐し、管理者に事故あるとき、又は欠けたときは、

管理者があらかじめ指定した副管理者がその職務を代理する。 

 （執行機関の選任） 

第１１条 管理者は、津山市長をもって充てる。 

２ 副管理者は、関係市町（津山市を除く。）の長及び津山市副市長のうち管

理者が指定する者をもって充てる。 

３ 会計管理者は、津山市会計管理者をもって充てる。 

４ 管理者及び副管理者の任期は、それぞれの者の属する関係市町の長又は津

山市副市長の在任期間による。 

 （職員） 

第１２条 第９条第２項の職員は、管理者が任免し、その定数は、条例でこれ

を定める。 

 （監査委員） 

第１３条 組合に監査委員２人を置き、組合の財務に関する事務の執行及び組

合の経営に係る事業の管理を監査する。 

 （監査委員の選任及び任期） 

第１４条 監査委員は、管理者が組合の議会の同意を得て選任する。この場合

において、１人は組合議員のうちから、他の１人は人格が高潔で組合の財務

管理、事業の経営管理その他行政運営に関し優れた識見を有する者（以下

「識見を有する者」という。）のうちから選任するものとする。 

２ 監査委員の任期は、組合議員のうちから選任される者にあっては組合議員

の任期によるものとし、識見を有する者のうちから選任される者にあっては

４年とする。ただし、後任者が選任されるまでの間は、その職務を行うこと

を妨げない。 

第４章 組合の経費 

 （経費の支弁方法） 

第１５条 組合の経費は、関係市町の分担金、使用料、手数料その他の収入を

もってこれに充てる。 

 （分担金の割合） 

第１６条 前条の分担金の負担割合は、建設費については直近の国勢調査に基

づく関係市町の人口割（以下「人口割」という。）とし、維持管理費につい



 

ては、前年度における利用実績に基づいて算定したごみ量割（以下「ごみ量

割」という。）を基本とする。 

  ただし、運搬距離の加重平均が２０ｋｍを超える市町については、当該市

町のごみ量を１００分の９７に減量し、当該減量されたごみ量については運

搬距離の加重平均が２０ｋｍ以下の市町にごみ量案分し、それぞれ加算する

ものとする。 

２ 前年度における利用がなく、ごみ量割の実績を算定することができない事

情が生じたときは、前項の規定にかかわらず、新たに利用の生じた当該年度

における実績に基づいて算定した割合によるものとする。この場合において、

当該年度における利用月数が１２月に満たないときは、当該年度の翌年度に

おける分担金の算定割合についても同様とする。 

 （補則） 

第１７条 前各条のほか、必要な事項は組合の議会の議決を得て別に定める。 

 附  則 

 この規約は、平成２１年４月１日から施行する。 

   附  則（平成２１年１２月２４日岡山県知事届出） 

 この規約は、平成２２年１月１日から施行する。 

   附  則（平成２８年１月２２日岡山県知事届出） 

 この規約は、平成２８年３月１０日から施行する。 

附 則（平成２９年４月３日岡山県指令美作局地第１号） 

（施行期日） 

１ この規約は、岡山県知事の許可のあった日から施行し、平成２９年４月

１日から適用する。 

 （経過措置） 

２ この規約の施行の日からこの規約の施行の際現に組合議員の職にある全

ての者の任期が満了する日（次項において「任期満了日」という。）まで

の間（次項において「経過措置期間」という。）の組合議員の定数は、こ

の規約による改正後の津山圏域資源循環施設組合規約第５条の規定にかか

わらず、なお従前の例による。 

３ 経過措置期間に選任された組合議員の任期は、第７条の規定にかかわら

ず、任期満了日までとする。 

 


